
２０１３年８月号 ８

原
則
と
し
て

歳
か
ら

歳
ま
で
の
す
べ

２０

６０

て
の
方
が
「
年
金
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
会
社
員
や
公
務
員
（
２
号

被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
３

号
被
保
険
者
。
以
下
「
専
業
主
婦
・
主
夫
」）

は
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
し
た

場
合
や
、
専
業
主
婦
・
主
夫
自
身
の
年
収
が

増
え
た
と
き
な
ど
は
、
届
出
（
３
号
被
保
険

者
か
ら
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
届
）
を
し

て
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ

る
方
は
、
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
料
の
「
未

納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
・
主
夫
の
年
金
が

改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が
手
続
き
を
す

れ
ば
、「
未
納
期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」

に
算
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

無
年
金
か
ら
年
金
受
給
に
！

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
一
定
の
「
受

給
資
格
期
間
」（
保
険
料
を
納
め
て
い
る
期
間

な
ど
）
が
必
要
で
す
。

刺
老
齢
基
礎
年
金
→

年
以
上
の
「
保
険
料

２５

を
納
め
て
い
る
期
間
な
ど
」
が
あ
る
こ
と

刺
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
→
加
入
期
間
の
２

／
３
以
上
が
「
保
険
料
を
納
め
て
い
る
期

間
な
ど
」
で
あ
る
こ
と
な
ど

手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納
期
間
」
が
「
受

給
資
格
期
間
」
に
算
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一

の
時
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
確

保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
「
受
給
資
格
期

間
」
に
つ
い
て
は
、
特
例
措
置
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
万
一
に
備
え
て
手

続
き
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

手
続
き
を
す
れ
ば
、
本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ

て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
（
最
大

年
分
）。
保
険
料
を
納
め
れ

１０

ば
、
年
金
額
は
増
え
ま
す
。

※
平
成

年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が
で

２７

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
た

方
に
、
平
成

年
４
月
に
向
け
て
保
険
料

２７

納
付
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
（
０
１
６

６
‐

‐
１
６
１
１
）
ま
た
は
保
健
福
祉
課

２７

戸
籍
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

国
民
年
金
の
切
り
替
え
の
届

国
民
年
金
の
切
り
替
え
の
届
出出

（
３
号
か
ら
１
号
へ
）
が
２
年

（
３
号
か
ら
１
号
へ
）
が
２
年
以以

上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
今今

す
ぐ
手
続
き
し
て
く
だ
さ

す
ぐ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
いい

現況届けを忘れずに！
◆児童扶養手当◆

次の要件に該当する児童を養育している父母、ま

たは父母に代わってその児童を養育している方が

受給できます。（※児童とは、１８歳未満または、２０歳

未満で一定以上の障がいのある方）

【児童の要件】

○父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童

○父または母が死亡または生死が明らかでない児童

○父または母が重度の障がいにある児童

○父または母から１年以上遺棄されている児童

○父または母が１年以上拘禁されている児童

○母が婚姻によらないで生まれた児童

【支給制限】

○児童が施設に入所しているとき

○受給者または児童が公的年金を受けているとき

○前年分の所得が一定額以上ある場合 など

◆特別児童扶養手当◆

一定以上の障がいのある児童（２０歳未満）を扶養

する父母、または父母に代わってその児童を養育し

ている方が受給できます。

【支給制限】

○前年分の所得が一定額以上ある場合

○児童が、障がいを支給事由とする公的年金を受け

ることができるとき

○児童が施設に入所しているとき

■お問い合せ

保健福祉課 戸籍担当

電話 ５６-２１２３

８月中に現況届けを出さないと８月分からの手当

を受けることができなくなることがありますの

で、ご注意ください。

手
続
き
を
す
れ
ば
、
無
年
金
や
年
金
の

減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

産業建設課土木下水道担当からのお知らせ
下水道に汚水を流すときは、次のことを個人個人が十分に注意して使用しましょう。

宇水洗トイレには、トイレットペーパー以外のものは流さない。

宇台所では残飯などを流さない。

宇天ぷら油などの廃油を流さない。

■お問い合せ
産業建設課土木下水道担当
電話５６-２１７２
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第２９８号
２０１３･８

信
号
や
一
時
停
止
の
標
識
が

あ
る
交
差
点
で
は

宇
信
号
、
標
識
を
し
っ
か
り
確
認
！

宇
赤
信
号
、
一
時
停
止
は
確
実
に
止

ま
る
！

宇
発
進
前
、
確
実
に
左
右
を
確
認
！

宇
信
号
が
青
で
も
、
歩
行
者
・
自
転

車
の
動
き
に
十
分
注
意
！

※
慣
れ
た
道
で
も
油
断
し
な
い
！

夏
の
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン

ト宇
休
日
、
郊
外
で
ス
ピ
ー
ド
出
し
過

ぎ
の
事
故

宇
夜
７
時
か
ら
９
時
の
高
齢
歩
行
者

被
害
の
事
故

宇
暑
さ
か
ら
の
う
っ
か
り
・
ぼ
ん
や

り
・
居
眠
り
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
！

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

宇
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
し
っ
か

り
行
い
、
青
信
号
で
も
横
断
す
る

歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

宇
安
全
な
ス
ピ
ー
ド
を
保
ち
、
眠
気

を
感
じ
た
ら
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ
】

宇
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
横
断
歩

道
を
利
用
し
、
押
し
ボ
タ
ン
は
確

実
に
押
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

ププププププププププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ララララララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
でででででででででででででででででででで
もももももももももももももももももももも
油油油油油油油油油油油油油油油油油油油油
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
油
断
禁
物
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

宇
自
転
車
も
信
号
や
一
時
停
止
の
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
見

通
し
の
悪
い
交
差
点
は
、
確
実
に

止
ま
っ
て
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

誰
も
が
当
事
者
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

・
安
全
確
認
・
体
調
管
理
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
！

平成２５年６月３０日（日）晴天に恵まれた中、富良野広域管内の

消防職・団員、来賓等合わせ約２６０名が参集し、日頃の訓練成果

を披露する大会が、占冠村総合グラウンドにおいて開催されまし

た。

活動する上で大切な連帯感を身につけるための小隊訓練、火を

迅速に消せるようになるための消防操法応用訓練が行われ、訓練

の成果をいかんなく発揮されました。

模擬火災訓練では、各消防隊の連携活

動が迅速に行われ、各消防隊により放水

が開始。さらに、屈折はしご車による放

水も行われ、実戦に即した訓練が実施さ

れました。

占冠消防団、職員共々今後も協力し、

皆様の安全、平和な生活を守っていきま

す。

第４３回
富良野地区分会消防総合訓練大会

２３４２
平成２５年７月２０日現在

消
防
団
員
募
集

詳
細
は
庶
務
係
ま
で

電
話

‐
２
１
１
９

!!

５６

前年対比発生数

-５０件２６０件人身事故

-１人２人死 者

-７８人３１２人傷 者

上川管内交通事故発生状況

（平成２５年７月９日現在）

※交通事故は、決して他人事ではあ

りません。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（６月分）
（３人）３件急 病

（１人）１件交通事故

（３人）４件一般負傷

（２人）２件そ の た

（９人）１０件６月計

（７２人）７８件累 計

人員内は搬送※（ ）


